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◆令和３年第２回定例会が開催され、
　いずれの議案も可決承認されました。
◆東京2020オリンピックハンドボール
　男子日本代表の元木博紀選手が
　 か すみ がうら市を表 敬 訪 問され
　ました 。

◆令和３年第２回定例会が開催され、
　いずれの議案も可決承認されました。
◆東京2020オリンピックハンドボール
　男子日本代表の元木博紀選手が
　 か すみ がうら市を表 敬 訪 問され
　ました 。

◆令和３年第２回定例会が開催され、
　いずれの議案も可決承認されました。
◆東京2020オリンピックハンドボール
　男子日本代表の元木博紀選手が
　 か すみ がうら市を表 敬 訪 問され
　ました 。

▲伊藤幾久造作『葛飾北斎の夏の富岳』

　　　　   （かすみがうら市歴史博物館所蔵）
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令和３年第２回定例会提出議案

※賛成は○・反対は◆・不在は／・除斥は除で記載
※岡﨑議員は議長職のため、特別多数決以外の議案については本議会での表決（賛成・反対の意思表示）権はないため－で記載
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案
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文
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光
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鈴
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良
道

矢
口　

龍
人

議決結果

34 令和３年度かすみがうら市一般会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

35
千代田地区学校統合及び市立小中学校一
貫教育完全実施に伴う関係条例の整理に
関する条例の制定について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

36 令和３年度かすみがうら市一般会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

37 公用車による事故の損害賠償額及び和解について ○ ○ ○ ○ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ ○ ◆ ○ ○ ◆ 原案可決
（賛成多数）

38 市道路線の認定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

39 （仮称）千代田中学校区放課後児童クラブ施設整備工事請負契約の締結について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
（全会一致）

40 かすみがうら市教育委員会教育長の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
（全会一致）

41 かすみがうら市教育委員会委員の任命について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 同　　意
（全会一致）

42 かすみがうら市監査委員の選任について ○ ○ ○ ◆ ○ ◆ ○ ○ － ○ ○ 除 ◆ ○ ○ ◆ 同　　意
（賛成多数）

３
専決処分事項の承認を求めることについ
て〈かすみがうら市税条例等の一部を改
正する条例〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
（全会一致）

４
専決処分事項の承認を求めることについ
て〈令和２年度かすみがうら市一般会計
補正予算（第14号）〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
（全会一致）

５
専決処分事項の承認を求めることについ
て〈令和３年度かすみがうら市一般会計
補正予算（第１号）〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
（全会一致）

６
専決処分事項の承認を求めることについ
て〈令和３年度かすみがうら市一般会計
補正予算（第２号）〉

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承認
（全会一致）

２ 安全・安心の医療・介護の実現と国民の
いのちと健康を守るための意見書（案） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

２ 古橋前監査委員の辞任理由に関わる調査
特別委員会の設置を求める緊急動議 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

（全会一致）

３
「安全・安心の医療・介護の実現と国民の
いのちと健康を守るための意見書」を国
に提出することを求める請願

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択
（全会一致）

令和３年第２回定例会議案等議決結果一覧

氏　名　　　

　　　件　名

令和３年第２回定例会が、６月１日から16日までの16日間で開催されました。今定例会では、
承認４件、令和３年度一般会計補正予算などの議案９件、請願１件、委員会発議１件、議員
発議１件を慎重審議し、いずれの議案も可決となりました。

【承　認】

【委員会発議】

【議員発議】

【請　願】
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議案審査特別委員会議案質疑

令和３年第２回定例会
議案審査特別委員会における主な議案質疑

（６月８日開催）
議案審査特別委員会は議長を除く15名の委員で構成。

承認第６号
専決処分事項の承認を求めることについて、令和３年度かすみが
うら市一般会計補正予算（第２号）

【議案の概要】
　歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ382,155千円を追加し、歳入歳出予算の総
額を歳入歳出それぞれ19,782,026千円とする。

【承認の概要】
　新型コロナウイルスのさらなる感染拡大の防止を図るにあたり、緊急に手配する物
品があることなどから、早急に4,061千円を追加補正したものです。

新型コロナウイルス抗原検査キットの購入とは

コロナ禍での中小企業対策事業政策は

アクティビティコミッションの今後について

保育所または学校等、集団生活の場
で万一陽性者が出た場合、濃厚接
触者でＰＣＲ検査対象者以外の接触
者の方たちの自主検査等を目的とし
て、抗原検査キット2,000セットを購
入、金額につきましては264万円を計
上させていただきました。

国から事業継続強化計画の認定を受け、感染症対策に取り組む中小企業者に対しまして10万
円の奨励金を支給し、事業の継続に対する支援を行います。本奨励金につきましては、事業
の領収書等の提出は不要としまして、国への事業継続力強化計画の策定や、防災・減災対策
費用や感染症対策費用としてご利用いただく考えでございます。
また、国への事業継続力強化計画を提出して認証された企業には、国の制度上のメリットとし
て、税制措置や金融の支援、補助金の加点などの支援があることにつきましても、かすみが
うら市商工会と連携して制度を周知し、多くの方に利用していただきたいと考えております。

これまで力を入れてきたサイクリング事業に加
え、多角化ということで、湖上のアクティビティ
にも力を入れていきます。具体的には、水上自
転車で湖上をサイクリングしたり、丸い形をした
ＳＵＰなどを使って湖上でピクニックを楽しむと
いった事業の取り組みを予定してございます。

議案第36号
令和３年度かすみがうら市一般会計補正予算（第４号）

▲かすみがうらフェスタ2021の様子
　（会場となった歩崎桟橋周りの霞ヶ浦の湖上）

▲ワクチン集団接種会場（ウェルネスプラザ）の様子
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○
閉
会
中
に
行
わ
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た
委
員
会

○
委
員
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付
託
案
件
等
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審
査

○
委
員
会
付
託
案
件
等
の
審
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総

務

委

員

会

文
教
厚
生
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

令
和
３
年
４
月
22
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
３
年
５
月
18
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
３
年
６
月
７
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
３
年
６
月
14
日
開
催
の
調
査
内
容

令
和
３
年
６
月
７
日
開
催
の
調
査
内
容

●
令
和
２
年
災
害
概
況
に
つ
い
て

●
税
公
金
セ
ル
フ
収
納
機
の
設
置
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
地
域
公
共
交
通
運
行
計
画
に
つ

い
て

●
第
２
次
か
す
み
が
う
ら
市
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
策
定
に
つ
い
て

●
（
仮
称
）
千
代
田
Ｐ
Ａ
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
整
備
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
定
員
管
理
計
画
に
つ
い
て

●
令
和
３
年
度
総
合
防
災
訓
練
の
実
施
時
期
の

変
更
に
つ
い
て

●
請
願
第
３
号
「
安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護

の
実
現
と
国
民
の
い
の
ち
と
健
康
を
守
る
た

め
の
意
見
書
」
を
国
に
提
出
す
る
こ
と
を
求

め
る
請
願
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
福
祉
館
運
営
協
議
会
委
員

の
推
薦
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
立
児
童
館
運
営
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
い
て

●
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て

●
議
案
第
38
号
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

●
か
す
み
が
う
ら
市
都
市
計
画
審
議
委
員
会
委

員
の
推
薦
に
つ
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て

●
閉
会
中
の
所
管
事
務
調
査
の
申
し
出
に
つ
い
て

●
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ

い
て

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎全員協議会室】

▲市道路線認定箇所の現地調査
　【下稲吉地内】

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】

委　員　会　活　動

▲説明を受ける委員
　【千代田庁舎委員会室】
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元木博紀選手かすみがうら市を表敬訪問・特集

オリンピック日本代表元木博紀選手が本市を表敬訪問

自治功労により表彰

　　 　　　▲川村 議員　　  岡﨑 議長　　  田谷 副議長　     加固 議員

▲元木 選手　  岡﨑 議長　  

　東京2020オリンピック日本代表に選出
されました、ハンドボール男子「彗

す い

星
せ い

ジャ
パン」の元木博紀選手（東野寺出身）が、
本市を表敬訪問されました。
　元木選手は、前回のリオデジャネイロ・
オリンピックアジア予選でも日本代表に
選出され、スピードとテクニックを兼ね
備えた「不動の左腕」として活躍されて
おります。
　元木選手からは「オリンピックへの出
場は小さいころからの夢でした。日本代
表を誇りに、胸を張ってチーム
一丸で頑張ります」と、力強い
コメントをいただきました。

　この度、３名の議員が10年にわたり地方自治発展と市政の振興に貢献された功績に
より、全国市議会議長会から表彰されました。
　また、加固豊治議員が正副議長として４年にわたり地方自治発展と市政の振興に貢
献された功績により、全国市議会議長会から表彰状が、茨城県市議会議長会からは表
彰状と感謝状が贈られました。

●全国市議会議長会

議員在職10年以上
田谷　文子
岡﨑　　勉
川村　成二

正副議長在職４年以上
加固　豊治

●茨城県市議会議長会

正副議長在職４年以上
加固　豊治

感謝状
加固　豊治
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一  般  質  問

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
に
つ
い
て

土
浦
市
と
の
境
界
に
総
事
業
費
26
億
円
の
複
合
交
流
拠
点
を
整

備
し
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

　
複
合
交
流
拠
点
施
設
整
備
計
画
で
は
、
そ
の
設
置
場
所
が
土
浦
市
と
の

境
界
に
な
っ
て
い
ま
す
。
市
民
の
た
め
の
施
設
で
あ
れ
ば
、
使
う
人
の
近
く

に
整
備
す
る
と
い
う
の
は
当
然
の
考
え
方
だ
と
思
い
ま
す
。
神
立
駅
よ
り
近

い
こ
と
と
住
民
に
近
い
こ
と
、
ど
ち
ら
を
優
先
す
る
ん
で
し
ょ
う
か
。
市
街

地
の
中
心
に
あ
る
市
保
有
地
の
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど
の
活
用
を
優
先
的

に
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
で
す
か
。

　

市
長
公
室
長　
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
に
つ
い
て
は
、
土
地
利
用
基
礎
調

査
に
お
い
て
15
か
所
の
中
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、評
価
は
Ａ
ラ
ン
ク
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
神
立
駅
に
極
力
近
く
、
徒
歩
で
ア
ク
セ
ス
が
で
き
る
範
囲
、

さ
ら
に
は
停
車
場
線
や
幹
線
道
路
延
線
で
車
で
も
ア
ク
セ
ス
が
し
や
す
い
と

い
っ
た
視
点
で
施
設
の
整
備
の
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
こ
ち
ら
の
候
補
地
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
認
知
症
や
知
的
障
害
、
精
神
障
害
な
ど
が
原
因
で
判
断
能
力
が
不
十
分

な
人
の
権
利
を
守
る
た
め
成
年
後
見
制
度
が
あ
り
ま
す
。
高
齢
化
が
進
む
ほ

ど
、
成
年
後
見
制
度
の
重
要
性
は
高
く
な
る
こ
と
か
ら
、
後
見
人
に
対
す
る

報
酬
助
成
な
ど
、制
度
の
利
用
促
進
の
た
め
の
支
援
の
拡
充
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
成
年
後
見
制
度
な
ら
び
に
要
綱
に
つ
き
ま
し
て
は
、

大
至
急
枠
を
広
げ
る
よ
う
に
手
続
き
を
進
め
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
制
度
自
体
が
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
面
も
あ
り
ま
す
の
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
と
連
携
し
て
Ｐ
Ｒ
し
、
１
人
で
も
多
く
の
方
が
こ
の
制
度
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
お
り
ま
す
。

宮嶋　謙 議員

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
と
し
て
、
対
策
し
き
れ
て
い

な
い
事
業
者
に
対
し
て
の
支
援
や
、
経
済
対
策
等
に
つ
い
て
伺
う
。

　
産
業
経
済
部
理
事　
国
か
ら
事
業
継
続
力
強
化
の
認
定
を
受
け
、
防

災
・
減
災
・
感
染
症
対
策
に
取
り
組
む
中
小
企
業
者
に
対
し
、
事
業
継
続
力

強
化
促
進
奨
励
金
と
し
て
１
事
業
者
当
た
り
10
万
円
を
支
援
す
る
考
え
で

す
。
本
奨
励
金
は
、
防
災
減
災
対
策
費
用
だ
け
で
は
な
く
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
予
防
対
策
の
費
用
に
も
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
市
内
の
消
費
喚
起
及
び
経
済
下
支
え
を
目
的
と
し
て
、
昨
年
度

に
続
き
か
す
み
エ
ー
ル
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
を
発
行
す
る
よ
う
、
本
定
例
会

の
補
正
予
算
へ
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
石
岡
・
か
す
み
が
う
ら
広
域
幹
線
道
路
は
三
次
救
急
医
療
機
関
で
あ
る

土
浦
協
同
病
院
へ
の
連
結
道
路
と
し
て
の
機
能
を
有
す
る
ほ
か
、
利
便
性
の

高
い
道
路
と
な
っ
て
く
る
と
思
う
が
市
長
の
考
え
、
思
い
を
伺
う
。

　

市
長　
石
岡
・
か
す
み
が
う
ら
広
域
幹
線
道
路
整
備
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
安
全
、
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
が
進
め
ら
れ
る
道
路
整
備
計
画
を
い
た

し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
路
網
の
観
点
か
ら
土
浦
協
同
病
院
へ
の
連
絡
道
路
と

な
り
ま
す
土
浦
市
の
田
村
沖
宿
線
延
伸
及
び
県
道
牛
渡
馬
場
山
土
浦
線
歩
道

整
備
に
つ
き
ま
し
て
も
、
あ
わ
せ
ま
し
て
完
成
に
向
け
ま
し
て
関
係
機
関
と

協
力
し
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
石
岡
市
、
土
浦
市
と
緊

密
に
連
絡
を
い
た
し
ま
し
て
、
千
代
田
大
橋
か
ら
角
来
、
さ
ら
に
は
土
浦
協

同
病
院
に
つ
な
が
る
道
路
網
の
早
期
完
成
に
向
け

ま
し
て
、
私
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
も
っ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

久松　公生 議員

ＱＱ ＡＡ

今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

お
け
る
商
工
関
連
の
支
援
策
に
つ
い
て
伺
う

複
合
交
流
拠
点
施
設
は
市
街
地
の
中
心
に

整
備
す
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う

地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
な
が
ら
、
感
染
防

止
と
地
域
経
済
活
動
の
両
立
を
図
っ
て
い
き
ま
す

駅
か
ら
徒
歩
で
行
け
て
車
で
も
ア
ク
セ
ス
が

し
や
す
い
と
い
っ
た
視
点
で
決
定
し
ま
し
た

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

石
岡
・
か
す
み
が
う
ら
広
域
幹
線
道
路
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１
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感
染
拡
大
市
町
村
に
指
定
さ
れ
た
当
市
の
変
異
株
及
び
新
型
コ

ロ
ナ
対
策
の
現
況
と
対
策
に
つ
い
て

利
権
忖
度
・
金
銭
授
受
接
待
の
な
い
市
政
へ
政
治
倫
理
条
例
制

定
と
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
禍
、
逼
迫
財
政
を
圧
迫
す
る
11
億
円
の
最
南
端
飛
び
地

購
入
を
止
め
、
市
街
地
中
央
に
市
保
有
地
を
活
用
し
た
市
民
主

体
の
図
書
館
・
交
流
拠
点
整
備
計
画
の
再
検
討
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２ １

一
般
廃
棄
物
処
理
業
の
許
認
可
に
つ
い
て

千
代
田
地
区
の
小
学
校
廃
校
後
の
跡
地
利
活
用
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

３

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

　
か
す
み
が
う
ら
市
の
変
異
株
ウ
イ
ル
ス
の
現
況
と
調
査
率
、
発
生
率
、

特
徴
と
人
流
感
染
抑
止
対
策
、
国
は
７
月
末
ま
で
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
と
し
て

い
ま
す
が
、
当
市
に
お
け
る
接
種
登
録
者
数
と
登
録
率
、
登
録
さ
れ
て
い
な

い
方
の
人
数
に
つ
い
て
説
明
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
保
健
福
祉
部
長　
変
異
株
の
特
徴
と
し
ま
し
て
は
、
全
体
と
し
て
従
来

株
よ
り
も
感
染
し
や
す
く
重
症
化
し
や
す
い
こ
と
も
指
摘
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
市
独
自
の
人
流
抑
制
策
と
し
て
、
か
す
み
が
う
ら
祭
、
あ
ゆ
み
祭
り
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
中
止
し
、
人
流
抑
止
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接

種
で
す
が
、
65
歳
以
上
の
方
が
約
一
万
三
千
人
お
り
、
５
月
25
日
の
時
点
で

約
八
千
六
百
名
（
66
％
）
が
予
約
し
、
残
り
約
６
千
名
に
つ
い
て
は
、
予
約

が
さ
れ
て
い
な
い
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
下
稲
吉
市
街
地
中
央
の
市
保
有
地
、
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
五
〇
〇
〇
㎡

等
が
Ａ
評
価
、
Ｄ
評
価
が
筑
波
ハ
ウ
ス
。
下
稲
吉
中
学
校
区
市
街
地
の
中
心

か
ら
遠
く
離
れ
た
南
端
の
土
浦
市
行
政
境
界
隣
接
地
の
社
宅
、
Ｄ
評
価
筑
波

ハ
ウ
ス
跡
地
を
複
合
交
流
拠
点
の
用
地
に
決
定
し
た
理
由
は
何
か
、
Ａ
評
価

の
第
１
候
補
地
の
パ
ー
ス
は
存
在
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
市
長
公
室
長　
第
１
候
補
地
に
も
パ
ー
ス
図
を
作
成
し
て
お
り
ま
し

た
。

矢口　龍人 議員
　
廃
棄
物
処
理
施
設
か
ら
の
雨
水
や
事
業
排
水
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い

な
い
場
合
、
指
導
は
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
の
か
を
伺
う
。

　

市
民
部
長　
一
般
廃
棄
物
の
処
分
を
業
と
し
て
行
お
う
と
す
る
も
の

は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法
律
第
７
条
第
６
項
の
規
定
に
よ

り
ま
し
て
、
当
該
業
を
行
お
う
と
す
る
区
域
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
許
可

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
が
適
用
除
外
と
な

る
、
雨
水
の
処
理
計
画
等
の
提
出
の
必
要
は
な
い
施
設
で
あ
っ
て
も
、
廃
棄

物
処
理
施
設
に
限
ら
ず
、
ま
た
、
他
の
民
間
事
業
者
に
つ
い
て
も
原
則
敷
地

内
処
理
が
基
本
と
な
り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
に
準
じ
た
指
導
を
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
迷
惑
施
設
の
許
可
更
新
の
際
、
周
辺
住
民
の
理
解
や
影
響
、
流
末
水
質

の
汚
濁
状
況
は
ど
の
よ
う
に
確
認
、
把
握
す
る
の
か
考
え
を
伺
う
。

　
市
民
部
長　
水
質
汚
濁
防
止
法
第
２
条
第
２
項
に
定
め
る
特
定
施
設

や
、
茨
城
県
生
活
環
境
の
保
全
等
に
関
す
る
条
例
第
35
条
第
２
項
の
規
定
に

よ
り
ま
す
排
水
特
定
施
設
、
茨
城
県
霞
ケ
浦
水
質
保
全
条
例
第
２
条
第
５
項

の
規
定
に
よ
る
指
定
施
設
に
該
当
せ
ず
と
も
、
ゴ
ル
フ
場
や
河
川
で
行
っ
て

い
る
よ
う
な
水
質
測
定
を
検
討
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
い
ず
れ
に
し

て
も
、
周
辺
へ
の
配
慮
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
の
で
、
敷
地
内
で
処
理

を
行
い
、
適
正
な
運
営
と
な
る
よ
う
指
導
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

雨
水
や
事
業
排
水
が
適
切
に
処
理
さ
れ
て
い
な
い
施

設
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
う
の
か
伺
う

適
正
な
施
設
整
備
・
運
営
を
指
導
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

ＱＡ

ＱＱ ＡＡ

設楽　健夫 議員

感
染
拡
大
市
町
村
に
指
定
さ
れ
た
当
市
の
変
異
株
及

び
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
の
現
況
と
対
策
に
つ
い
て
伺
う

今
後
も
基
本
的
な
対
策
を
継
続
す
る
こ
と

に
加
え
、
人
流
抑
止
策
も
講
じ
ま
す

ＱＡ
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一  般  質  問

入
札
制
度
の
改
善
に
つ
い
て

複
合
交
流
拠
点
整
備
事
業
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１２３

　
障
が
い
者
向
け
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
現
在
の
取
り
組
み
状
況
と
必
要

性
、
今
後
の
具
体
的
な
検
討
と
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　
保
健
福
祉
部
長　
地
域
防
災
計
画
で
も
十
分
連
携
を
図
り
な
が
ら
災
害

時
に
障
が
い
者
や
困
難
を
抱
え
る
人
を
総
合
的
に
フ
ォ
ロ
ー
で
き
る
よ
う
な

ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
近
隣
市
町
村
の
状
況

を
確
認
し
な
が
ら
、
分
か
り
や
す
く
見
や
す
い
障
が
い
者
の
た
め
の
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
作
成
に
向
け
、
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
公
立
小
中
学
校
に
送
風
設
備
を
設
置
し
換
気
を
行
う
こ
と
で
、
夏
場
な

ど
に
熱
気
が
籠こ

も
り
や
す
い
体
育
館
で
も
、
安
全
で
快
適
な
環
境
で
施
設
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
ま
た
、
避
難
所
と
し
て
の
環
境
整
備
や
児
童
生

徒
の
健
康
管
理
の
た
め
に
も
送
風
設
備
が
絶
対
に
必
要
で
あ
る
と
考
え
る

が
、執
行
部
の
認
識
と
、今
後
の
設
置
に
対
す
る
取
り
組
み
に
つ
い
て
伺
う
。

　

教
育
部
長　
近
年
の
高
温
異
常
気
象
等
を
考
慮
い
た
し
ま
す
と
、
体
育

館
活
動
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、
こ
れ
ま
で
以
上

の
対
策
を
検
討
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
教
育

委
員
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
送
風
設
備
に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
方
法
や
有

効
な
補
助
金
の
活
用
な
ど
を
検
討
し
、
公
立
の
小
中
学
校
全
て
に
導
入
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

佐藤　文雄 議員

ＱＱ ＡＡ

中根　光男 議員

　
市
長
が
提
案
し
た
複
合
交
流
拠
点
施
設
一
五
〇
〇
㎡
の
建
設
、
こ
れ
に

必
要
な
土
地
を
五
〇
〇
〇
㎡
と
し
て
い
る
な
ら
ば
、
同
規
模
の
市
有
地
、
稲

吉
ふ
れ
あ
い
公
園
を
活
用
し
て
、
日
立
製
作
所
の
社
宅
の
跡
地
の
買
上
げ
を

や
め
る
べ
き
だ
。
緑
地
が
必
要
で
あ
れ
ば
、
同
公
園
に
隣
接
し
た
土
地
を
購

入
し
た
ほ
う
が
安
価
で
か
つ
合
理
的
だ
と
思
う
が
、
市
長
の
見
解
を
伺
う
。

　

市
長　
本
案
用
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
さ
き
の
定
例
会
に
お
き
ま
し
て

債
務
負
担
行
為
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
本
事
業
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り

ま
し
て
、
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

　
石
岡
市
で
は
１
億
円
を
超
え
る
工
事
は
最
低
制
限
価
格
で
は
な
く
て
、

低
入
札
価
格
調
査
で
改
善
し
た
。
当
市
で
も
石
岡
市
に
倣
っ
て
せ
め
て
１
億

円
を
超
え
る
工
事
は
低
入
札
価
格
調
査
制
度
を
採
用
す
る
お
考
え
は
な
い
か

伺
う
。

　
総
務
部
長　
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
多
く
の
自
治
体
が
導
入
し
て
い

る
最
低
制
限
価
格
制
度
の
み
を
採
用
し
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
全

国
的
に
は
最
低
制
限
価
格
制
度
と
低
入
札
価
格
制
度
を
併
用
し
て
い
る
自
治

体
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
様
々
な
角
度
か
ら
検
証
し
、
よ
り
よ
い
方
策
を
定

め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ＱＱ ＡＡ

障
が
い
者
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク

の
作
成
に
つ
い
て
伺
う

複
合
交
流
拠
点
施
設
は
、
稲
吉
ふ
れ
あ
い
公
園
を
活
用
し
、
日
立
製

作
所
の
社
宅
の
跡
地
の
買
上
げ
を
や
め
る
べ
き
で
は
な
い
か
伺
う

分
か
り
や
す
い
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
を

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す

本
案
用
地
は
、
先
の
定
例
会
に
お
い
て
債
務
負
担
行
為
を
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。
よ
り
よ
い
方
法
を
考
え
て
方
針
を
定
め
て
い
き
た
い

Ｑ

Ｑ

Ａ

Ａ

障
が
い
者
の
た
め
の
防
災
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
と
配
布
に
つ

い
て

公
立
小
中
学
校
に
送
風
設
備
の
設
置
に
つ
い
て

か
す
み
が
う
ら
市
農
作
物
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

３２ １
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本
市
に
お
け
る
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
に
つ
い
て

盗
難
被
害
が
相
次
ぐ
消
火
栓
ホ
ー
ス
格
納
箱
内
備
品
に
つ
い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

２１

一
般
会
計
従
来
比
25
％
増
傾
向
も
市
税
収
現
状
の
憂
慮
に
つ

い
て

質　
問　
通　
告　
事　
項

１

新型コロナウイルス感染症拡大防止対策として、質疑応答を通常90分の
持ち時間で行う一般質問は、45分に短縮して行いました。

　
一
般
会
計
40
億
円
増
額
予
算
も
資
金
繰
り
が
苦
し
く
、
財
政
調
整
基
金

か
ら
繰
入
れ
し
て
い
る
現
状
を
尋
ね
ま
す
。
市
税
収
の
安
定
し
た
費
用
対
効

果
が
政
策
に
見
え
ず
、
市
税
収
も
現
状
維
持
を
ご
説
明
い
た
だ
き
た
い
。

　

市
長　
今
年
度
と
10
年
前
の
予
算
額
を
比
較
し
ま
す
と
、
市
税
伸
び
に

比
べ
予
算
額
伸
び
が
顕
著
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
要
因
は
、
市
民
に
と
っ

て
真
に
必
要
な
普
通
建
設
事
業
な
ど
の
多
く
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
た
結

果
で
す
。
持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
先
ず

は
働
き
場
所
が
必
要
で
す
。
自
ら
が
積
極
的
に
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
努
め
、

企
業
誘
致
等
を
推
進
し
て
、
新
た
な
雇
用
の
確
保
に
図
り
ま
す
。

　
20
億
円
弱
の
市
債
で
抑
制
し
て
き
た
が
、
令
和
３
年
度
の
市
債
発
行
も

30
億
円
の
ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
に
到
達
す
る
か
の
予
算
現
状
を
尋
ね
ま
す
。
人

件
費
も
抑
制
し
な
が
ら
行
財
政
改
革
が
足
り
ず
、
経
費
の
増
し
て
い
る
現
状

を
憂
慮
す
る
が
、
市
の
現
状
を
伺
い
ま
す
。

　
市
長　
市
債
の
発
行
は
、
必
要
な
範
囲
に
と
ど
め
る
と
と
も
に
、
プ
ラ

イ
マ
リ
ー
バ
ラ
ン
ス
の
把
握
に
努
め
、
私
の
下
で
責
任
を
持
っ
て
管
理
し
ま

す
。
行
財
政
改
革
、
待
っ
た
な
し
の
課
題
で
あ
り
、
新
た
な
数
値
目
標
を
設

け
、
さ
ら
な
る
行
政
改
革
を
推
進
し
ま
す
。
広
域
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
る

課
題
は
、
積
極
的
に
関
係
市
町
村
と
連
携
を
図
り
、
定
住
自
立
圏
構
想
、
市

町
村
合
併
を
含
め
、
引
き
続
き
多
角
的
に
検
討
し
ま
す
。

　
今
後
か
す
み
が
う
ら
市
が
取
り
組
ん
で
い
く
男
女
共
同
参
画
の
推
進
事

業
に
つ
い
て
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

市
長　
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
次
世
代
の
育
成
と
、
働

き
手
を
確
保
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
男
女
共
に
仕
事
と
生
活
の
調
和
が

と
れ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
男
女
が

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
参
画
を
し
て
共
に
責
任
を
担
い
、
平
等
な
立
場
で
個
性
と

能
力
を
十
分
に
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
意
識
啓
発
や
社
会
参
画

の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
議
員
ご
質
問
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
平
等
を
実
現
し
よ
う
の
考
え
方
を
取
り

入
れ
た
計
画
づ
く
り
や
男
女
共
同
参
画
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
開
催
な
ど
、
前
向

き
に
検
討
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
保
守
も
含
め
た
新
た
な
水
利
設
置
計
画
を
作
成
す
る
必
要
が

あ
る
と
思
い
ま
す
が
、消
防
本
部
と
し
て
の
お
考
え
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　
消
防
長　
格
納
箱
設
置
は
有
事
の
際
の
備
え
と
し
て
、
地
域
住
民
の
安

心
・
安
全
に
つ
な
が
る
事
業
と
捉
え
、
水
利
設
置
計
画
に
併
せ
、
格
納
箱
の

設
置
及
び
保
守
と
維
持
管
理
に
努
め
る
考
え
で
あ
り
ま
す
が
、
需
要
と
供
給

の
均
衡
を
図
る
一
つ
の
案
と
し
て
、
地
域
の
特
性
や
効
率
性
を
検
討
し
、
状

況
に
合
わ
せ
て
格
納
箱
設
置
を
見
送
る
な
ど
の
対
応
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

今
回
の
議
員
か
ら
の
ご
質
問
を
整
備
指
針
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

消
防
行
政
に
万
全
を
期
す
べ
く
備
え
て
い
く
所
存

で
あ
り
ま
す
。

古橋　智樹 議員
ＱＱ ＡＡ

一
般
会
計
40
億
円
増
額
予
算
も

財
政
調
整
基
金
か
ら
繰
入
れ
る
現
状
を
伺
う

真
に
必
要
な
事
業
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で

持
続
可
能
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

ＱＡ

ＱＱ ＡＡ

櫻井　繁行 議員

今
後
、
市
が
取
り
組
ん
で
い
く
男
女
共
同

参
画
の
推
進
事
業
に
つ
い
て
考
え
を
伺
う

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
の
開
催
な
ど
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い
き
ま
す

ＱＡ



盛
夏
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
い
か

が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
が
順
次
開
始
さ
れ
、
委
員
一
同
、
感
染
症

収
束
に
期
待
を
寄
せ
な
が
ら
、
議
会
だ
よ
り
を

編
集
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き
続
き
三
密
対
策
な
ど
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
を
と
ら
れ
ま
す
よ
う
、
ま
た
、
酷
暑
が
続
い
て

お
り
ま
す
の
で
、
熱
中
症
予
防
等
、
体
調
管
理
に
努
め
な
が
ら
、

健
や
か
に
過
ご
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
副
委
員
長　
小
倉　
博

コ ラ ム

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

議
会
を
傍
聴
し
て

市
の
動
き
を
知
り
ま
し
ょ
う
！

　
本
会
議
は
、
ど
な
た
で
も
自
由
に
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
、

議
会
で
の
議
員
の
発
言
や
、
市
長
の
考
え
な
ど
を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
令
和
３
年
第
３
回
定
例
会
は
、
８
月
31
日
（
火
）
か
ら
９
月
22
日
（
水
）
ま
で
の
23
日

間
で
開
会
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ご意見をお寄せ下さい

編集
後記

豆辞典 緊  急  質  問緊  急  質  問 とはとは？？
　議
員
が
、
属
す
る
地
方
公
共
団
体
の
行
政
全
般
に

わ
た
り
、
議
案
と
は
関
係
な
く
、
執
行
機
関
に
対
し

て
事
務
の
執
行
の
状
況
及
び
将
来
に
対
す
る
方
針
等

に
つ
い
て
、
報
告
や
説
明
を
求
め
、
又
は
疑
問
を
質

す
こ
と
を
一
般
質
問
と
言
い
ま
す
。

　一
方
、
緊
急
質
問
は
、
天
変
地
異
、
突
発
的
な
出

来
事
の
発
生
な
ど
に
際
し
、
又
は
執
行
部
の
政
治
責

任
な
ど
に
関
し
、
客
観
的
に
み
て
も
、
即
刻
質
問
し

臨
機
の
措
置
を
質
す
必
要
が
あ
る
よ
う
な
緊
急
性
が

認
め
ら
れ
る
内
容
の
も
の
で
あ
る
場
合
と
、
緊
急
を

要
す
る
と
い
う
も
の
で
は
な
い
が
、
是
非
と
も
質
問

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
、
住
民
の
関
心
の
的

と
な
っ
て
い
る
問
題
な
ど
、
真
に
や
む
を
得
な
い
と

客
観
的
に
認
め
ら
れ
る
場
合
に
、
あ
ら
か
じ
め
発
言

通
告
書
を
提
出
す
る
こ
と
な
く
、
議
会
の
同
意
を
得

て
行
う
質
問
の
こ
と
で
す
。

　定
例
会
の
ほ
か
に
臨
時
会
で
も
緊
急
質
問
を
行
え

ま
す
が
、
必
要
な
要
件
を
有
す
る
質
問
か
ど
う
か
の

判
断
は
議
会
が
判
断
す
る
も
の
で
あ
り
、
発
言
さ
せ

た
と
こ
ろ
、
緊
急
質
問
と
は
い
え
な
い
よ
う
な
も
の

で
あ
っ
た
場
合
に
は
、
議
長
は
直
ち
に
制
止
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
す
。

（
参
考
　地
方
議
会
運
営
辞
典
）

詳しいことは、議会事務局へお問い合わせください。　電話　0299（59）2111　内線1302　FAX　0299（59）4753
ホームページ　http://www.city.kasumigaura.lg.jp/gikai/　メールアドレス　gikai@city.kasumigaura.lg.jp

議 会 日 誌議 会 日 誌 （4月21日〜7月29日まで）

●
４
月
●

　

22
日　

総
務
委
員
会

●
５
月
●

　

7
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

18
日　

総
務
委
員
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　

25
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

●
６
月
●

　

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　

１
日
～
16
日

　
　
　
　

令
和
３
年
第
２
回
定
例
会

　

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　
　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　
　
　
　

産
業
建
設
委
員
会

　

８
日　

議
案
審
査
特
別
委
員
会

　

14
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

　

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
　

全
員
協
議
会

　
　
　
　

古
橋
前
監
査
委
員
の
辞
任
理
由
に

　
　
　
　

関
わ
る
調
査
特
別
委
員
会

●
７
月
●

　

21
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

　

29
日　

議
会
だ
よ
り
編
集
特
別
委
員
会

令和３年第２回定
例会では、延べ53
名の方が本会議を
傍聴されました。
（新型コロナウイルス
感染症拡大防止のた
め、傍聴席を制限さ
せていただくことが
ございます。）


